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代表する文人であるスノッリ・ストゥルルソン (Snorri Sturluson, 1179-1241) の書いた「ギュルヴィの惑わしJ
(Gylíaginning) , Iユングリンガ・サガJ (Y nglingasaga) である。これらは顕著に神話的要素を含んでおり，これら
に匹敵するほどまとまった北欧神話文献資料は他には見当たらない。





















・意味 (MEANING) とはその語を文脈に即して日本語に訳したもの。(一つの語 (ENTRY) が複数の異なる種
類の意味を持つ場合がある)
先ず初めにデータベースの各フィールドを数値的に分析して作品(群)別傾向を調べた結果，韻文作品である「エ
ッダ詩集」の方がスノッリの 2 つの散文作品に比べて，より多くの固有の語 (ENTRY) が見られることや，韻文作品










次に神々や英雄といった存在を主語として取る個別の動詞について「エッダ詩集j ， íギュルヴィの惑わし j ， íユン
グリンガ・サガ」の作品(群)別に，語 (ENTRY) がその主語に対してのみ用いられている場合，意味 (MEANING)






これらの特徴と関わるルーンを獲得するために「ぶら下がる (hanga) j，そして自らを「傷つける (unda)j ， í魔法を
使う (síða)j ， (詩芸を獲得するため)自分の頭を「危険にさらす (h詑tta '"-' til) j，親族の聞に「災いを引き起こす
(bera sakr佖ar) j，戦場で倒れたものを「連れて来る (skipa) j などがある。また王オージンが登場する「ユングリ
ンガ・サガj においても固有の動詞として王オージンが秘密の知識をミーミルに語らせるために薬草を「塗り込む
(smyrja) j，言葉で炎を「消す (slØkkva) j，その死後も大きな戦いの前には「現れる (vitrast) j といった神オージン
の特徴をうかがわせるものや，王として特別の存在であることを示すものが見られた。
ソールに固有の動詞としてはロキをミヨツルニルで「脅す (hぽta) j，ウートガルザ・ロキとの勝負で猫の姿をした
ミズ、ガルズ蛇を「持ち上げる(lypta) j，東方で巨人を「退治する (berja) j，ミョツルニルを「振り上げる (reiぬ fram) j , 
ミズガルズ、蛇を捕まえる際にアースの力を「使う (fぽrast ?'"-') j など直接的な行動で相手と関わる表現が見られ，
「神々の守り手，巨人を退治する神J として知られるソールには特徴的であると考えられる。
ロキは神々とも巨人ともされる暖昧な存在で，ずるがしこい知恵で常に神々の聞に不和をもたらしている。ロキに
固有の動詞にもまた神々に対して「悪口を言う (rぽgja) J，神々を「怒らせる (gremja) j のようなロキのトリックス
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アーヴニを「殺す (benja) j，ヘルギが兵士を「上陸させる (fぽra "-' at landi) j，シグルズがオージンを「恐れる
(hr白色ast) j ことなくブリュンヒルドの眠りを破る，グズルーンが復讐のためにアトリと自分との間の息子を「殺す
(snýta, lyfja "-' eli) j，そして頭を「切り落とす (hnafa "-' af) j，グンナルはかつてはシグルズに対して「誓う (halda
ei?m vi? j が，プリュンヒルドにシグルズを殺すように頼まれホグニを「内密の話に呼ぶ (heita s駻 "-' at r佖om) j , 
プリュンヒルドがグンナルと「結婚する (gefast) j などがあげられる。その他にもシグルズがファーヴニを殺した後
で財宝を馬グラニに「乗せる (klyfja "-' me? j のように財宝との関わりを表す場合にも固有の動詞が用いられてい




つか存在することが明らかになった。邪悪な保儒レギンに固有の動詞としては，シグルズを「育てる (veita) j , I愛す
る (elska) j，そして自分の兄ファーヴニを殺させる，しかしその後シグルズを「裏切る (ráða) j。これらの相反する
意味を持つ動詞によってレギンの邪悪さが一層際立つものと思われる。
神々にとって最大の敵のひとつであるブェンリル狼に固有の動詞は，神々に最後に丈夫な鎖をかけられ縛り上げら
れた際に，その鎖を壊そうと「転げ回る (brjótastum) j，鎖をかけられた時にチュールの片手を「噛み切る (slíta) j , 









































第 2 章「資料分析に3いてj では， íエッダ詩集J，スノッリ・ストゥルルソンの「ギュルヴィの惑わしJ ， íユング
リンガ・ザガJ など，本論文で分析対象とした文献の解説及びそれらを対象とすることの意味を検討するとともに，
動詞データベースのフォーマット及び資料分析の手順を説明している。
第 3 章から第 8 章までは，分析結果を提示し検討している。










を使用していること，韻文作品では主語として ek ( 1 人称単数)， tu ( 2 人称単数)の出現頗度が高く対話形式が多い
こと，また散文作品では hann( 3 人称男性単数)の頻度が高く，物語作品としての特徴が見られること，さらに， íギ































に特徴的な heiti ， kenning と呼ばれる名詞の言い替え表現に注目し，その意味や語源を分析するに留まっている。本
論文は，動詞に焦点、を当てそれを網羅的に調査している点で，独創的な発想をもっ研究であるといえる。この論文で
は動詞の定形を扱っているが，調査の範囲をさらに広げ，動詞の分詞形や動詞から派生した名詞なども体系的に組み
入れれば，この分野の研究にさらに大きく貢献することができるであろう。
なお，本論文は最終的には，北欧神話の特質の解明を目指すものであるから，分析対象の作品を北欧神話の作品に
限定することなく，ラテン語その他広く印欧諸語で書かれたものをも含め，それらとの比較を行うことも，今後の課
題であろう。
この論文は，上に述べた意味で，今後の研究のために一つの重要な基礎を作ったといえる。以上の諸点から，この
論文は，博士(言語文化学)の学位請求論文として十分に価値のあるものと認められる。
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